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験
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57-55-6 プロパン－１，２－ジオール 良 1 1 3 高 3 外 46 10 1 1000 0.046 PRED (-) (+), (-) 酵母(+), 小核(-) (-)
Drosophila (-),

マウス優性致死(-
)

SIDS,
JECFA,
NTP,
PRED,
Patty

64-18-6 ギ酸 良 2 2 3 高 3 外 4.06 1 2 200 0.02 DFG (-), (+) (-), (+) Drosophila SLRL(+)

SIDS,
JECFA,
 NTP,
 Patty,
 DFG

SIDSでは、vivoの陽性はph
による影響としている。Patty
はAmes(+)についてはphの影

響としている。

67-63-0 プロパン－２－オール 良 1 1 4 高 4 外 88 1 2 200 0.44 (-) Hprt(-) (-) 染色体(+)

MOE, FSC,
NTP, EHC,

SIDS,
ACGIH,
Patty,
PRED

SIDS, FSCで陰性と
結論

ACGIH A4, I
ARC 3

67-64-1 アセトン 良 1 1 4 高 4 外 100 1 2 200 0.5 ATSDR (-) (-), 一部(+) MLA(-) (-)

ATSDR,
SIDS, IRIS,

EHC,
ACGIH

一部CA(+)だが大勢は(-)か
つvivo小核(-)

ACGIH (A4),
EPA I(1999)

71-36-3 １－ブタノール 類推審議（良） 2 2 2 高 2 外 0.0119 1 2 200 0.00006 IPCS (-) SCE(+), (-) (-)

SIDS,
IPCS,

ACGIH,
patty, NTP

EPA(1986) D

77-78-1 硫酸ジメチル 類推審議（良） 2 3 2 高 ND 2 2 No NOAEL (+) (+)

優性致死(+) (-),
Drosophila

SLRL(+), 染色体
異常(+),

マウススポット(+)

IPCS, ECB
リスク、

SIDS, DFG

IARC 2A,EPA
B2(1986),NTP
R,ACGIH A3,

産衛学会
2A,EU 2

78-59-1 １，５，５－トリメチル－１－シクロヘキセン－３－オン 難 3 3 2 高 2
EPA(1986)
C,ACGIH
A3,EU 3

78-93-3 ２－ブタノン 類推審議（良） 1 1 4 高 4 外 67.7 1 6 600 0.11 (-) (-) MLA(-), UDS(-),
 形態変換(-), 酵母(+)

(-)

SIDS,
ECETOC,

EHC,
ATSDR

EPA I(1999)

95-48-7 ｏ－クレゾール 難（デフォルト） 3 3 2 高 2 EPA(1986)
C,ACGIH A4

102-71-6 トリエタノールアミン 難 2 2 2 高 2 外 0.066 1 6 600 0.00011 SIDS (-) (-) (-) DLRL(-)
SIDS,
Patty,

NTP, Dat
IARC 3

107-05-1 1032 イソブチルアルデヒド 3 3 2 高 2 二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

107-21-1 エチレングリコール 良 2 2 3 高 3 外 1.08 1 2 200 0.0054 Patty (-) (-) MLA(-) (-) DLRL(-)
SIDS,
Patty,
NTP

ACGIH A4

107-22-2 1034 グリオキサール 良 3 3 2 高 2
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

108-10-1 メチルイソブチルケトン 良 1 1 2 高 外 外 2 19.9 1 2 200 0.099 ACGIH, DFG (-) なし MLA(±) (-) なし

ACGIH,
Patty,
EHC,

MOE, DFG,
ECETOC

IARC 2B
EPA(1999) I,
 ACGIH A3

108-31-6 1054 クロロ酢酸 良 2 2 2 高 3 2 0.0080 二監判定（化管法）
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

108-94-1 シクロヘキサノン 良 2 2 4 高 4 4 2 50.4 1 6 600 0.084 SIDS (-) (+)

染色体異常(+),
Drosophila

SLRL(-), 優性致
死(-)

SIDS,
ACGIH,

NTO, DFG

IARC 3,
ACGIH A3

109-55-7 Ｎ，Ｎ－ジメチルプロパン－１，３－ジイルジアミン 難（デフォルト） 1 1 3 高 3 外 50 1 1 600 0.083 SIDS (-) なし なし (-) なし SIDS なし

109-99-9 テトラヒドロフラン 良 3 3 2 高 2 EPA(2005) S,
ACGIH A3

111-76-2 ２－ブトキシエタノール 良 2 2 2 高 2 外 2 8.891 10 2 2000 0.0044
環境省：

化学物質の環境リスク評価
(+), (-) (-)

UDS(±)、
SCE(+), (-),

 ほ乳類細胞変異原(-)
(-), (±)

DNA付加体(-),
fvb/n TGマウス(-

)
   ACGIH, NT   

一部に陽性だが、大勢は陰
性。

IARC
3,EPA(2005)
NL,ACGIH A3

111-87-5 1021 １－オクタノール 良 3 3 2 高 2
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

111-90-0 ２－（２－エトキシエトキシ）エタノール 類推審議（良） 2 2 3 高 3 外 11.93 1 6 600 0.02 Patty's Toxicology (5th ed.) (-), (±) (-)
SIDS,
NTP,

JECFA,

一部ambiguousはあるが、大
勢は陰性

112-07-2 ２－ブトキシエチル＝アセタート 難（デフォルト） 3 3 2 高 2 ACGIH A3

141-43-5 ２－アミノエタノール 良 2 2 2 高 2 外 8.91 10 6 6000 0.0015 環境省：
化学物質の環境リスク評価

(-) (-) 遺伝子変換(-)､SCE(-),
形質転換(-)

(-)
NITE,環境
省、DFG,

Patty,

584-84-9 ４－メチル－１，３－フェニレン＝ジイソシアナート 難 3 3 2 高 2
IARC 2B,

ACGIH A4, EU
3

872-50-4 １－メチル－２－ピロリドン 良 2 2 3 高 3 外 13.3 1 6 600 0.022 SIDS (-) MLA(-), MN(-) (-)
染色体異常(-)、

マウス優性致死(-
)

1330-20-7 キシレン 良 1 1 4 高 4 外 なし 81 1 6 600 0.14 (-) (-) (-) EHC, NTP,
ECETOC

IARC3, ACGIH
A4, EPA
I(1999)

5064-31-3 トリナトリウム＝２，２’，２’’－ニトリロトリアセタート 難（デフォルト） 1 1 4 高 4 ND 2 15 1 1 100 0.15 WHO飲料水 IARC 2B, EU 3

7803-49-8 ヒドロキシルアミン 難（デフォルト） 3 3 2 高 2 EU 3

25155-30-0 ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム 難（デフォルト） 1 1 4 高 4 40 2 200 0.2 PRED (-) NTP, PRED

PREDにvivo, vitroで変異原
なしとの記載。'The

toxicological data show that
alkylbenzene sulfonates

were not genotoxic in vitro
or in vivo.)

26471-62-5 メチル－１，３－フェニレン＝ジイソシアナート 難（デフォルト） 3 3 2 高 2 IARC 2B, NTP
R, EU 3

80-62-6 1048 メタクリル酸メチル 良 3 3 4 中 4 外 13 1 100 0.13 HPV (-) (+) MLA(+) (-) 優性致死(-) SIDS

85-44-9 1081 無水フタル酸 良 3 3 4 中 外 4 100 1 100 1.0 HPV (-)
高濃度での

み(+)
- - - SIDS

91-08-7 ２－メチル－１，３－フェニレン＝ジイソシアナート 難（デフォルト） 4 4 2 中 2
IARC 2B,

ACGIH A4, EU
3

96-48-0 γ－ブチロラクトン 良 2 2 4 中 ND 4 (-) (+) Drosophia SLRL(-) NTP IARC 3

98-00-0 フルフリルアルコール 良 4 4 2 中 2 EU 3

98-01-1 フルフラール 良 4 4 2 中 2 4 2 2.7 10 6 6000 0.00045 (+) (+)

染色体異常試験
(-)、ショウジョウ
バエSLRL(-)、

UDS(-)、トランス
ジェニック試験(-)

IARC 3,
ACGIH A3, EU

3

98-54-4 828 ４－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール 難 4 4 2 中 4 4 2 60 6 600 0.10 二監判定 (-) （ + , 0.01） 二監判定
生殖発生毒性

有害性評価値0.20

98-82-8 クメン 良 4 4 2 中 2
IARC 2B, EPA

D(1986)
CBD(1996)

100-97-0 1097
１，３，５，７－テトラアザトリシクロ［３．３．１．１（３，７）］デカ
ン（別名ヘキサメチレンテトラミン）

良 3 3 4 中 4 4 80 2 200 0.40 HPV 弱い(+) 弱い(+) - (-) 優性致死(-) SIDS

101-83-7 1084 275 Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシルアミン 良 3 3 2 中 2 4 20 6 6000 0.0033 二監判定 (-) (+) 二監判定

CAS番号 名称 分解性※１

暴露クラ
ス

分解性
考慮

(METI071
3）

有害性項目ごとの有害性クラス 一般毒性 変異原性

備考
有害
性

クラス
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107-02-8 789 171 アクロレイン 難 4 4 2 中 2 2 0.008 10 2 2000 0.000004 旧化管法_吸入慢性 - -
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

107-05-1 1014 ３－クロロプロペン（別名塩化アリル） 良 4 4 3 中 3 0.013 二監判定（化管法）

108-31-6 1053 無水マレイン酸 良 3 4 2 中 2 外 0.42 2 200 0.0021 HPV (-) (+)※ - - 染色体(-) SIDS
※加水分解したマレイン酸に
よるpHの変化による可能性

もある

108-42-9 405 18 ｍ－クロロアニリン 難 4 4 2 中 2
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

108-91-8 1083 シクロヘキシルアミン 良 3 3 2 中 2
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

110-63-4 1025 ブタン－１，４－ジオール 良 4 4 2 中 2 4 外 200 10 6 60000 0.0033 二監判定 (-) (-) 二監判定
生殖発生毒性

有害性評価値0.40

110-80-5 1029 エチレングリコールモノエチルエーテル 良 3 3 3 中 3
生殖発生毒性

有害性評価値0.046

110-86-1 1095 ピリジン 良 4 4 3 中 3 0.013 二監判定（化管法）

111-15-9 1042
酢酸２－エトキシエチル（別名エチレングリコールモノエチ
ルエーテルアセテート）

良 3 3 4 中 4
生殖発生毒性

有害性評価値0.095

111-30-8 1033 グルタルアルデヒド 良 4 4 2 中 2
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

111-44-4 ２，２’－ジクロロジエチルエーテル 難 4 4 2 中 2

IARC 3,
EPA(1986) B2,
ACGIH A4, EU

3

112-24-3 982 トリエチレンテトラミン 難 4 4 2 中 2
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

115-07-1 プロペン 難 2 2 外 中 外 4 2321 1 2 200 12 SIDS (+), (-) なし MLA(-) (-) Hprt(-) SIDS ACGIH IARC3, ACGIH
A4

121-44-8 981 トリエチルアミン 難 4 4 3 中 3 0.017 二監判定（化管法）

124-09-4 1019 ヘキサメチレンジアミン 良 4 4 3 中 3 0.0062 二監判定（化管法）

127-19-5 1039 Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド 良 2 2 4 中 4
生殖発生毒性

有害性評価値0.065

134-62-3 876 Ｎ，Ｎ－ジエチル－３－メチルベンズアミド 難 4 4 2 中 2 外 外 60 10 6 60000 0.0010 二監判定 (-) (-) - - 二監判定
生殖発生毒性

有害性評価値0.60

140-66-9 994 14 ４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール 難 4 4 3 中 3 外 15 6 600 0.025 二監判定 (-) (-) 二監判定

149-57-5 1037 ２－エチルヘキサン酸 難 3 3 4 中 4
生殖発生毒性

有害性評価値0.10

646-06-0 1094 １，３－ジオキソラン
既存点検審議

（難）
3 3 2 中 2

二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

1163-19-5 429 デカブロモジフェニルエーテル 難 4 4 2 中 2 0.0017 二監判定（化管法）

2403-88-5 913 ２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オール 難 4 4 3 中 3 4 4 60 10 6 6000 0.010 二監判定 (-) （ + , 2.3） 二監判定
生殖発生毒性

有害性評価値0.20

2579-20-6 947 シクロヘキサン－１，３－ジイルビス（メチルアミン） 難 3 3 4 中 4 4 4 60 6 600 0.10 二監判定 (-) （ + , 0.56） 二監判定
生殖発生毒性

有害性評価値0.30

2867-47-2 1051 ２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）エチル＝メタクリラート 良 3 4 3 中 3 4 3 40 6 6000 0.0067 二監判定 （+,3.6） （+,0.19） 二監判定
生殖発生毒性

有害性評価値0.2

3268-49-3 1036 ３－メチルチオプロパナール 難 4 4 2 中 2
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

6425-39-4 255 ビス（２－モルホリノエチル）＝エーテル 難 4 4 3 中 3 外 10 6 600 0.017 二監判定 (-) （ + , 0.01） 二監判定

7699-43-6 1010 二塩化酸化ジルコニウム 難 4 4 2 中 2
二監判定
（化管法）

化管法変異原性クラス　１

16219-75-3 710 79 ５－エチリデンビシクロ［２．２．１］ヘプタ－２－エン 難 4 4 2 中 2 3 外 4 10 6 6000 0.00067 二監判定 (-) (-) 二監判定
生殖発生毒性

有害性評価値0.020

25154-52-3 922 38 ノニルフェノール 難 3 3 3 中 3 外 15 6 600 0.025 二監判定 (-) (-) 二監判定

25167-42-4 207
２，３－エポキシプロピル＝メタクリラート・スチレン共重合
物

難 4 4 3 中 外 3 1000 6 600 1.7 二監判定 （ + , 4.4） （ + , 2.9） 二監判定

68155-66-8 834

１－（２，３，８，８－テトラメチル－１，２，３，４，５，６，７，８
－オクタヒドロ－２－ナフチル）エタノン、１－（２，３，８，８－
テトラメチル－１，２，３，４，６，７，８，８ａ－オクタヒドロ－２
－ナフチル）エタノン及び１－（２，３，８，８－テトラメチル－
１，２，３，５，６，７，８，８ａ－オクタヒドロ－２－ナフチル）エ
タノンの混合物を主成分（８０％以上）とする、３－メチルペ
ンタ－３－エン－２－オンと３－メチリデン－７－メチルオク
タ－１，６－ジエンの反応生成物

難 3 3 4 中 4 外 40 6 600 0.067 二監判定 (-)
（ 軽微な+ ,

0.45）
二監判定

180128-56-7 513 クロロメチル（オクチル）ジスルファン 難 3 3 3 中 MLA(+) (-) 二監判定

333

Ｎ，Ｎ’－（ｍ－フェニレンジメチレン）ジシトラコンイミドを主
成分とするＮ，Ｎ’－（ｍ－フェニレンジメチレン）ジシトラコ
ンイミドとＮ－［３－（メチリデンスクシンイミドメチル）ベンジ
ル］シトラコンイミドの混合物

難 4 4 3 中 3 4 10 6 600 0.017 二監判定 (-) （ + , 0.01） 二監判定

84-74-2 1076 フタル酸ジ－ｎ－ブチル 良 4 4 4 低 4
生殖発生毒性

有害性評価値0.052

110-49-6 1041
酢酸２－メトキシエチル（別名エチレングリコールモノメチル
エーテルアセテート）

良 4 4 4 低 4
生殖発生毒性

有害性評価値0.25

111-40-0 382
Ｎ－（２－アミノエチル）－１，２－エタンジアミン（別名ジエ
チレントリアミン）

難 4 4 4 低 4 外 70 2 1 0.35 NITE,環境省 SIDS, (-) (-) (-) NITE

637-92-3 899 ２－エトキシ－２－メチルプロパン 難 4 4 4 低 4 外 50 6 600 0.083 二監判定 (-) (-) 二監判定

　化管法（化学物質排出把握管理促進法）における変異原性に係る具体的な選定基準は以下のとおり。

変異原性*
①in vivo陽性、②Ames比活性値1000以上かつ染色体陽性、③染色体D20値が0.01以下かつAmes陽性、④Ames比活性値100以上かつ染色体D20値0.1以下、⑤その他
①～④と同程度以上の変異原性を有するもの

＊　Ames試験の比活性値の単位はrev/mg、染色体異常試験のD20知の単位はmg/mL。


	資料４フォーマット案ver01

